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受賞講演／応用糖質科学シンポジウム／応用糖質フレッシュシンポジウム
要旨記入テンプレート

・WindowsではOffice 2003 (Win) 以降で，MacではOffice X 以降で正しく表示されることを確認しています．
・保存は拡張子付きで.docxで保存してください．
・ファイル名は任意で結構です（提出した時にシステム側で自動的に変換されます）．
・推奨書式はMSゴシック 9ポイント，改行11ポイントです．
・講演番号の枠内はこちらで情報を追加しますので，入力しないでください．
・変更履歴の記録はかならず解除し，変更箇所を承諾した最終版のファイルとしてください．
・枠内（高さ 131 mm, 幅177 mm）に収まるように記入してください．収まらない要旨部分はカットされます。
・推奨書式の場合，演題名・所属・発表者は左から25 mmあけてください（このテンプレートではインデントが入っています）．
・演題部（演題名，所属，発表者）と要旨本文との間はスペースをとらないでください．
・太字，イタリック，上付き，下付き，ギリシャ文字も通常通り使用できます（タグは必要ありません）．ただし，ギリシャ語はsymbol書体を使わないでください.変換等で化けないα，βなどの固有の書体をご使用ください（かなで「あるふぁ」と入力し，「α」に変換したもの，あるいはそれを半角英字にしたものをご使用ください）．
・図または表を挿入する際は，要旨本文スペースの約1/3以内にとどめてください．
・プログラム編成後は，要旨の訂正はできません．
・不明な点がございましたら，jsag-jstage@capj.or.jp までご連絡ください．演題名
所属1, 所属2
○発表者1, 発表者2

講演番号が
入ります






入力例
●●演題名●●
▲▲大院・■■1, ●▲大・◆◆2　←略称で記してください
○応用一郎1, 糖質花子2, 科学三郎1,2　←登壇者／受賞者の冒頭に○印を付けてください
（上記の演題部からスペース行を入れない）○○は，○○で・・・・・．
＊テンプレートの枠は変更しないでください．
講演番号が
入ります




